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電子ジャーナルの本格導入に向けて

　２００２年１月 、長崎大学から全文アクセス可能な電子ジャーナルが倍増します。２００１年１１月

現在で約１，５００誌の全文を利用できますが、１月にはこれが約３，ＯＯＯ誌に増加します。ちなみ
に、 引用文献データベースとして有名なＩＳＩ　Ｗｅｂ　ｏｆＳｃｉｅｎｃｅの採録誌数は約８ ，９００。一方、長崎

大学で購読している従来型の外国雑誌数は約１ ，５００です 。
　電子ジャーナルはパーソナルユースとリソースシェアリングの両立をほぼ完壁に実現するも
のであり 、シェアリングの範囲は物理的な隔たりを飛び越えて、一大学内から複数大学のコン
ソーシアム（連合体）へと拡がりつつあります 。

　また、電子ジャーナルは従来の学術情報出版や流通の制度に根本的な反省を促すものであり
、

リソースシェ アリングの究極の形とも言える ’１

Ｐｕｂ１ｉｃＬｉｂｒａｒｙｏｆＳｃｉｅｎｃｅ ’’の実現を目標とするプ
ロジェクト（ｈｔゆ：／／ｗｗｗ ．ｐｕｂ１ｉｃ１ｉｂｒａｒｙｏｆｓｃｉｅｎｃｅ．ｏｒｇ／）も始動しています

。

　長崎大学にとって２００２年は電子ジャーナルの本格的な導入の初年になると思われます。新

しい学術情報媒体を共同で導入していくために、学内合意を形成しなければならない時期が
来たようです 。
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図… ・；　　　　
．

附属図書館では、長崎大学からアクセス可能な電子ジャーナルヘのリンク集を
Ｗｅｂサイト上に設置しています。利用は無料です。どうぞご利用ください 。

（電子ジャーナルリンク集のＵＲＬはｈｔｔｐ：〃ｗｗｗ ．１ｂ ．ｎａｇａｓａｋｉ－ｕ ．ａｃ．ｊｐ／一ｅｊ／です 。）

図書館ホームページのサービス項目から
［電子雑誌１（英語版ではＥ１ｅｃｔｒｏｎｉｃ

Ｊｏｕｍａ１ｓ）を選択してください
。

左図のような電子ジャーナルのぺ一ジ
［ＥＪｈｏｍｅ１が開きます。ここには、最新
情報や主な電子ジャーナル提供サイトヘ
のリンクが掲載されています 。

最初に［Ｒｅａｄｍｅ１をクリックして「利用

上の注意」をお読みください 。

上部のアルファベットをクリックすると
下図のような雑誌名一覧が開きます 。

キーワードによる誌名検索も可能です 。

長崎大学で購入しているものを中心に 、

長期間安定してフルテキストが利用でき
るものをリストアップしています 。

見たい雑誌をクリックすれば、その雑誌
のホームページにジャンプします 。

全文アクセスにＩＤとパスワードの入力
を要する場合、別ウィンドウが開くなど
して、必要な情報をお知らせします 。

雑誌名の後の略記号は、その雑誌が収録
されているサイトを示しています 。

［Ｆｅｅｄｂａｃｋ１をクリックすると「連絡先」

ぺ一ジが開きます。お問合せやご要望の
連絡などにご利用ください 。

※フルテキストのご利用は文献情報データベースや他の文献からリンクをたどることによっても
　可能です。上記方法はリンク先のフルテキスト利用の可否を確認するのに使えます 。

※電子ジャーナルのぺ一ジは随時更新されます。ここに引用したのは平成１３年１１月現在の画面
　です。ご利用の際は当該Ｗｅｂぺ一ジの記載事項をよくお読みください 。
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ｏ　　　 ・　　ｏ　 ・　　　　ｏ　 。＝

多数の出版社の電子ジャーナルが使えますが、以下の３社については全タイトルが利用できます 。

各サイトのホームページから入ると 、それぞれの特徴的な機能を生かした使い方ができます 。

鮒阿 ・一 曲拙 卿１

概鱗郷燃
宙醐荘

蠣ｏ

冊甲◎ １六ザ∴ツ；ユ：・一一一
苗、脇 ，」、刊，昔、曲 圭、二葺、，昔

一’～， 二，鮎
」±

鮎蜘 榊乱川’
蓑篶；燃釦・鎌」膏二’」」’」’…　 ’」

←Ｅｌｓｅｖｉｅｒ　ＳｃｉｅｎｃｅＤｉｒｅｃｔ

　　（ｈｔｔｐ１ ／／ｗｗｗ ．ｓｃ　ｉ　ｅｎｃｅｄ　ｉ　ｒ　ｅｃｔ ，ｃｏｍ／）

級；嚇１

　Ｅ１ｓｅｖｉｅｒ　 ＳｃｉｅｎｃｅＧｒｏｕｐが発行する学

術雑誌約１２００誌の学術雑誌のフルテキ

ストが利用できるフリーダムコレクショ
ンです 。

　ＭＥＤＬｌＮＥ，Ｗｅｂ検索エンジンのＳｃｉｒｕｓ
、

分野別ホームページ、引用論文検索 ・ア
ラート機能、基本と上級の二つの検索方
法、 文献管理ソフトヘのエクスポート機
能、 発行前の論文を見るＡｒｔｉｃｌｅ　ｉｎ
Ｐｒｅｓｓ、日本語サポート等があります 。

Ｗｉｌｅｙ　ｌｎｔｅｒＳｃｉｅｎｃｅ→
（ｈｔｔｐ１ ／／ｗｗｗ ．ｉ　ｎｔｅ　ｒ　ｓｃ　ｉ　ｅｎｃｅ ．ｗ　ｉ　ｌ　ｅｙ ．ｃｏｍ／）

　Ｗｉ　ｌｅｙ社が発行する約３３０の学術雑誌

のフルテキストが利用できます 。

　国１大学図書館のコンソーシアムに参
加することにより全タイトルの利用が可
能になりました 。

　ＳｉｍｐｌｅとＡｄｖａｎｃｅｄの二つの検索方法
、

出版前の論文を見るＥａｒ　ｌｙ　Ｖｉｅｗ、ユーザ

ホームページによる雑誌 ・論文 ・検索式

の登録呼出、新着アラート等があります 。

←一〇ｘｆｏｒｄ　Ｏｎｌｉｎｅ　Ｊｏｕｒｎａｌｓ

　　（ｈｔｔＰ１ ／／ｏｕｐ ．ｎ　ｉ　ｉ． ａｃ ．」Ｐ／ｏｎ　ｌ　ｉ　ｎｅ／）

　国立情報学研究所（Ｎｌｌ）と０ｘｆｏｒｄ
Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ　 Ｐｒｅｓｓによる、ナショナル ・

サイト ・ライセンス ・プログラムです 。

　平成１３年度より約１７０誌が提供されて

いますが、平成１４年度も継続することが

決まっています 。

　生命科学、医学といった自然科学分野
の他、経済学、法学などの人文科学分野
の雑誌も含まれています 。

　　　　　　　　　　　　（電子情報係）
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学生用図書紹介

～新刊図書など続々受入中です！～

　附属図書館（中央館 ・医学分館 ・経済学部分

館）では、主に学部学生や院生のみなさんに利

用していただくために、毎年ｒ学生用図書」を

購入しています 。

　　「学生用図書」には、各学部等の先生方から
、

Ｉ授業の予習復習や教養に役立つ資料として推薦

された図書と、専門を超えて利用できる基礎資

料として選定された「共通資料」があります 。

今回は「共通資料」を中心に紹介いたします 。

１． オツーインデタペス
　学内のどのパソコンからでも、インターネツ

ト経由で利用できます。図書館のホームページ

の中から鵬検索等」をクリックすると、デ

ータベースの名前が並んでいます。上から３つ

が、 学生さん向けのｒ共通資料」として購入し

ている日本語のデータベースです 。

　レポートや論文作成のための資料収集に、き

っと役立ちます
。

０　Ｎ１閉１舳州三Ｂ（さらに３つのデータベース

　　にわかれています）

・ｍＵＳ…昭和元年から現在までに出版さ

　　れた書籍の情報。内容や目次情報も 。

・ＷＷ１旧祉８ ・・国内の雑誌 ・論文集などに

　　掲載された論文の情報５２０万件。「雑誌記

　　事索引」のデータを含む 。

・作家 ・執筆者人物ファイル ・・日本の作家 ・

　　執筆者１０万人のプロフィール
。

＠　Ｄｌｇｉｔａ１帖鵬Ａｒｄ１ｉｖｅｓ　ｆｏｒ　Ｌｌｂｒａｒｙ ・朝日新

　　聞（１９８４～）の記事検索。全文が読めます 。

　　ネツトで百科ｆｏｒ　Ｌｉｂｒａｒｙ…オンライン版

　　　「世界大百科事典」

０　中央館備付け

・科学 ・技術大百科事典　（朝倉書店）

・世界地理大百科事典１ ，２３，６巻　（朝倉書

　　店）

＠医学分館備付け

　

Ｅｎｃｙｃ１綱ｉａホＬｉｆｅＳｃｉｅｎｃｅ（肚ｕｒｅ

Ｐｕｂ．） …２００２年１月から１年間、オンライ

ン版も利用できます（全キャンパスから利

用０Ｋ）。

経済学部分館備付け

全国各種団体名鑑２００１（シバ）

（Ｄ　中央館備イ寸け

・放送大学テキスト ー・ 平成１３年度新刊分

　　６５冊

・実験化学講座．第４版　（丸善） …中央館未

　　所蔵分を補充しました 。

＠経済学部分館備付け

・基本経済学シリーズ．全１８巻　（八干代出

　　版）

・現代法学双書、全１８巻　（八千代出版）

・現代経営学講座全１２巻（八千代出版）

　ほかにも新しい図書、約２０００冊が続々入っ

て来ています。ぜひ、図書館でお気に入りの本 、

役に立つ本を見つけてください 。

なお、ここに紹介した資料の中には、未入荷

のものもあります。利用できるかどうかは図書

館ホームページのＯＰＡＣ（蔵書検索）で確認

してください 。

（資料管理係）
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平成１３年度前期実施「図書館ガイダンス」結果報告

　長崎大学でも本年度から利用者に対する「図書館ガイダンス」として 、図書検索 コー
ス・ 雑誌検索 コース ・新聞記事検索コースの３コースを準備して実施しましたが、前期を

終えた時点でのｒ図書館ガイダンス」の結果を報告します 。

１． 開催回数及び参加者人数

図書館ガイダンスは、参加希望者からの申込制として、参考調査係２名で担当しまし
た。

実施回数は３３回，　総参加人数は延べ２５２人でした 。

２． 参加者所属学部

教育学部

環境科学部

薬学部

その他

１５２人　（６０ ．３％）

　８８人　（３４ ．９％）

　１０人　　（４ ．Ｏ％）

　　２人　　（０ ．８％）

　参加者の所属学部については、教育学部 ・環

境科学部などの、いわいる「文科系」学部がほ

とんどでした。図書館利用ガイダンスをはじめ

て実施した本年については、文教地区全教官あ

て実施案内を文書で配布しましたが、特に工学

」」 図教育学部

　ｉ 環境科学部

　□薬学部
　１ｉ その他

部や水産学部 ・薬学部について、参加者が少ない結果となりました 。

　これらの学部の学生の１ ・２年生についても 、雑誌検索コースや特に後期実施の文献情

報検索応用コースにおけるデータベースや電子ジャーナルに関する利用機会及びガイダン

スの需要は十分に存在すると考えられます 。

　教官、学生、院生への後期実施ガイダンスの広報の際には、この点も強調しています 。

３． 実施対象学年

学部１年　１４７人（教育＝６８環境＝７９）

　　２年　　１人（環境 ＝１）

　　３年　８９人（教育＝８１ ，環境＝８）

　　４年　　８人（教育＝３ ，　薬学＝５）

大学院生　　５人（薬学＝５）

その他　　　２人

　実施対象学年については、後述のよう

にゼミ単位の申込みが中心でしたので 、

文系の１年生およびゼミに入 ったばかり

園１年（教育〕

皿１年嘱境）

［２年

目３年（教育）

口３年磧境）

□４年（教育）

團４年（薬学）

口大学院生　
’

「その他

の３年生に集中しています。これらの学生に対しては、つづく後期のコースにも参加して

もらうように、指導教官を中心に個別に再度勧誘したいと考えています。また、前期ガイ

ダンスに参加していない文系の３ ・４年の学生に対しても 、データベース名を挙げてゼミ

での発表や卒論作成等に有利だとのことを説明しながら 、さまざまな機会をとらえて、参

加者を一人でも多く獲得したいと計画しています 。
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４． 実施内容

図書検索コース
雑誌検索コース
新聞記事検索 コース
情報検索その他

１２回（参加人数９３人）

　８回（参加人数６６人）

　８回（参加人数５４人）

　５回（参加人数８０人）

　　（※参加人数は延べ数）

　前期は、図書検索 コース ・雑誌検索 コース ・新

聞記事検索コースに分けて実施しましたが、申込

者からの要望によって複数のコースを同じ時間中
に説明したことがしばしばありました。その結果 、

囚図書

ｉ雑誌

口新聞

剛青報検索等

実施内容はバランスが良いものとなりました。また、説明者も、参加者の学部学年に合わ

せて、必要があれば他のコースの部分も関連させながらガイダンスを実施しました 。

５． 参加動機

自発的参加

ゼミ単位での参加

その他

　１４人

２３６人

　　２人

　申込みは教官から 、ゼミ単位での参加希望が圧

倒的でした 。

　図書館ガイダンスの実施事実の浸透が、今一歩
であったかも知れない本年前期においては、自主

的な参加者が少なか ったのは、仕方がない結果か

もしれません。しかし、今後この割合を伸ばすこ

その

猟

参加動機

自発的参
　Ｉ＝Ｉ

　％

ミ単位
９３託

図自発的参加

ｉゼミ単位

□その他

とは、実施側の成果 ・努力の現われであると考えられます。参加者の必要性を的確に把握

したガイダンスを実施すれば、それが次の新たな参加者を呼ぶこととなります。この自発

的な参加者が増加することが、今後のガイダンスの課題と考えています 。

６． アンケート

　ガイダンス実施後に、今後のガイダンスの参考にするためにも、無記名アンケートを実

施しました 。

　コースの説明内容 ・レベル ・説明

技術については、９割以上が良好と

の結果でした 。　（しかし、それに安

心してはいけないと思 っていま
す。）

　後期実施の図書館ガイダンスにつ

いては、参加希望が４割、分からな

いが５割弱でした。この参加するか

わからないとの回答層を参加するへ
と誘導する努カが必要と考えています 。

　　　　　　　　　　　　（参考調査係）

　　　　　後期ガイダンスヘの参加希璽

　参棚しなくても　
　　　 よい　　　　暴葬参棚した

　　　　　　　　　い
　　　　　　　　　８％　　　　　 図是非参加したい

圓答な　　　　　　　できれば参加　　　函できれば参加したい

　わゐ　　　　　　　　 ３３％　　　　　 口回答なし

　　４６％　　　　　　　　　　　　　　　□参加しな＜てもよい
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　附属図書館に「情報 コンセントルＦム」を新設しました
。

「情報コンセントルーム」は、皆さんの手持ちのノートパソコンを持参し

て使用する部屋です 。

　設置場所は、附属図書館３階、新聞コーナーの右奥で、情報コンセント

を５６口用意しています。インターネットに接続して、学術情報、就職情

報等の収集や各種ソフトを使って論文、レポート、プレゼンテーション等

の作成などに活用してください 。

　利用にあた っての設定、操作等についてはマニュアルを用意しています

ので、備付けのｒマニュアル」をごらんください 。

　なお、利用についてご質問等がありましたら、２階カウンターの「資料

サービス係」及び「参考調査係」までお越しください 。

皆さんの大いなる利用 ・活用をお待ちしております。（資料サービス係）

■
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　中央図書館の２階の入口のすぐ正面のと

ころに「長崎大学関係出版物コーナー」を

設けました 。

　すぐに目立つように、青地に白文字のプ

レートでコーナー名を表示しています 。

　このコーナーでは、長崎大学に関係した

出版物を一ヶ所に集めて 、

・本学関係教官著作寄贈図書

・本学研究紀要類

・本学報告書／シラバス類

・本学概要／広報誌等

に分類して、並べています 。

　利用者のみなさま、長崎大学関係の情報

の調査にお役立て下さい 。

また、教職員の皆様には上記関係の記事
を執筆 ・発行されたおりには、どうかこの

（インフォメーション ・ディスプレイ
　・ システム）

コーナーへの寄贈をお願いいたします 。

　皆様からご協力を得ながら 、　「ここに来

れば、長崎大学関係の資料が揃う」という

コーナーに育てていきたいと考えています 。

　　　　　　　　　　　　　（参考調査係）

（長崎大学関係出版物コーナー）

　附属図書館では、各館の入口の付近に 、

インフォメーション ・ディスプレイ ・シス

テムを設置しました 。

　このシステムは、５０型のプラズマディ

スプレイを使 って、図書館の最新の情報を

提供するものです 。

　画面を分割して、附属図書館全体の共通

情報は常に固定的に表示していますが、残

りのスペースには、３館のそれぞれの固有

の情報を画面を交替させながら発信してい

ています。したがって、どこの館にいても 、

共通の 、

・新たな図書館サービスの開始

・開館時間の変更

などの重要な情報を知ることができます 。

　新鮮な図書館情報をその都度更新しなが

らお届けいたしますので、どうかご利用く

ださい。　　　　　　　　（参考調査係）

■
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ミ＝キキラリーとして活用を ～教育文化週間の展示から～

　附属図書館３階ブラウジングコーナーの

壁は小さな展示スペースである。これまで

も時々写真額を架けたりして幾つかの展示

を行っていた 。

　さて、本学附属図書館が所蔵する「幕末

明治期日本古写真コレクション」約５ ，４００

点のうち、全国各地の光景（建造物等も含

め）を写したものは約３千点である。しか
し、 長崎を除く九州各地を写した画像は 、

残念ながら重複を含めても、１６点しかな
い。 これらの写真は見てもらう機会もなか

なか無いので、本年１１月の教育文化週間

に因み、ここに「古写真で見る明治の九州

」という小さな企画展示を行った 。
　額装した画像９点に加えて、壁面前に置

いたショーケースには、最近発行 ・受入さ

れた古写真集等を８冊展示し、その中に九

州関係の画像があるものについては、その

部分を開いておいた 。

　入館して３階にきた学生諸君の何人かが

足を止めて見てくれたようなので、ホッと

した。あまりにも小さな展示会なので、特

に広報もしないつもりでいたが、　ｒせっか

くだから」と学内のメーリングリストでお

知らせしてもらい、また図書館玄関目１』の掲

示板に案内を出しておいた 。

　それが、構内を歩いていた長崎新聞記者

の目に留まり 、取材というか、古写真全体

の説明をすることになり 、３日付の「ホッ

トほっと街角」というコラム欄で紹介して

いただいた。このためか、期間中には、や

はり構内を通行していた何人かの市民の方

も案内に気づかれて入館見学して行かれた 。

但し、あまりにも展示点数が少ないので 、

物足りないという印象は否めなかったよう

である
。

　しかし、終わったから書けるのだが、た

った９枚の画像であって ’も、その展示には

気を使うことが多い。図書館所蔵の各古写

真の画像は、古写真研究会の先生方により

撮影地点、撮影者などが判定（同定）され

ているのだが、全部完了しているわけでは
なく 、また疑問や間違いがある場合もあり 、

クレームが付かないかと気になる。先年 、

市内のデパートで古写真展示会を開催した

ときも、解説文の誤記の訂正や意見への対

応に追われたことを思い出す 。

　なお、今後毛このスペースを使ってさま

ざまな展示を実施して、資料の紹介やアメ

ニティの向上になることを願っているが 、

ここをミニギャラリーとして、学生諸君の

作品、例えば美術部、写真部等の展示にも

利用していただければ大変嬉しい 。

（図書館専門員）

（展示パネルに見入る見学者）
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■

長崎大学説明会にともなう

　図書館の公開について

　平成１３年７月２３日（月）に開催され
た長崎大学説明会に合わせて、附属図書館

でも当日 、説明会に参加した高校生を対象

に図書館を公開しました 。

　図書館３階ブラウジングコーナーでは 、

当館が所蔵する「幕末 ・明治期日本古写真

コレクション」のなかから 、長崎ゆかりの

出島等の古写真複製パネルや「グラバー図

譜」から、彩りも鮮やかなアラカブなどの

写真複写パネルを、合計２０点ほど展示し

ました 。

　さらに、この機会を捉えて、図書館２階

のインターネットを利用できる端末のうち

１８台を、来館した高校生用に開放し、長

崎犬学および附属図書館のホームページの

閲覧を楽しんでいきました 。

　当日は次々と高校生が来館し、実際に開

架資料に接し、また、上記展示や検索など
により 、長崎大学および附属図書館につい

て理解を深めて頂いたと確信しました 。

各種デ　タ ・べ一ス説明会の開催

　附属図書館では外部から講師を招いて 、

下記のデータベース説明会を実施しました 。

・平成１３年６月　６日（水）

　　　　　ＳｃｉＦｉｎｄｅｒ Ｓｃｈｏ１ａｒ の説明会
・平成１３年７月　１０日（火）

　　　　　ＪＣＲＷｅｂ版及び

　　　　　Ｗｅｂ　ｏｆＳｃｉｅｎｃｅ の説明会
・平成１３年１１月　１日（木）

　　　　　ＳｃｉＦｉｎｄｅｒＳｃｈｏ１ａｒ の説明会
・平成１３年１１月　９日（金）

　　　　　　ＪＣＲＷｅｂ版の説明会

・平成１３年１１月１６日（金）

　　　　　ＳｃｉＦｉｎｄｅｒＳｃｈｏｌａｒ の説明会

　１１月１日のＳｃｉＦｉｎｄｅｒ　Ｓｃｈｏ１ａｒ の説明会は
、

再度の開催の要望があり 、１１月９日に重ね

て開催したしました 。

　その後 、ＳｃｉＦｉｎｄｅｒＳｃｈｏ１ａｒ につきまして
は、 研究者の要望により従来のＣＡｏｎＣＤ

から契約を変更することになり 、具体的に

説明会の成果が実現しました 。

　また、一１月９日のＪＣＲ　Ｗｅｂ版の説明会

では、学部の協カも得ながら、一日に中央

図書館 ・医学分館 ・経済学部分館の３ヶ所

の会場で実施しました 。

　同日のＪＣＲ　Ｗｅｂ版の説明会の質疑応答

の際に、参加された方からＷｃｂｏｆＳｃｉｃｎｃｃ

のトライアルの要望が出されましたので 、

今後機会をみて図書館側でもトライアルを

実施したいと考えています 。

（インターネットで検索する高校生） 　説明会を開催するにあたっては、事前に

全教官あてにメールで説明会のご案内を流

しておりますので、今後とも多数のご参加

をお待ちしておりまＩす 。
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研修報告 平成１３度大学図書館職員長期研修に参加して

情報システム係長　宮脇　英俊

　平成１３年７月９日から２７日の日程で東京

地区及び筑波地区を会場に平成１３年度大学

図書館職員長期研修に参加してきた 。
　この研修は、学術情報に関する最新の知
識を教授し 、職員の資質と能力の向上を図

ることにより 、大学図書館の情報提供サー

ビス体制を充実することを目的としてい
る。 また 、その裏では「人的ネ ットワーク

づくり」という側面もあるということを先
輩方から聞かされていた 。
　総勢３３名（男性１６名、女性１７名）の面々

は、 北海道から鹿児島まで国公私立大学図
書館に勤務するもので構成される 。

　今年の関東の夏は九州よりも早く梅雨明

けしたように 、３８度を超す酷暑の連続であ

った。その暑さに負けないように 、３週間

のあいだ講義に 、ノミニュ ケーションに
と、 時を忘れ熱く過ごして参りました

。

　講師の方の心に残る言葉がこの研修を総

括しているのではないと思いここに紹介し
ます。人格形成において「Ｖ　 Ｓ　Ｏ　Ｐ」が大

事だということである 。１０代２０代はＶｉｔａ１ｉｔｙ

の時でがむしゃらに失敗を恐れずバイタリ

ティを出して立ち向かう 。３０代はＳｐｅｃｉａ１ｉｔｙ

の時で自分の専門分野をものにする 。４０代

はＯｒｉｇｉｎａ１ｉｔｙの時で自分独自のオリジナルを

作り上げる 。そして５０代になり初めて
Ｐｅｒｓｏｎａ１ｉｔｙ個性豊かな人となるというもの

である 。

　私をそれに当てはめるとＳの後半Ｏに突

入する前となる 。今までの人生を振り返
り、 これから迎える時代に挑戦し 、豊かな

パーソナリティが築けるような生き様であ
りたいものである 。そんな形成の場がこの
研修であったと思う 。中でも強く肝に銘じ

たことは 、今の大学が、というより日本の

国そのものが変革しなけれぱ生き残れない

状況にある中
、’

先頃出された法人化に関し
ての遠山プランにあらわれているように 、

大学は人間と同じく個性化の時代を迎えな

ければならない。そのような変革の時代を

乗り切るために、視野を広く情報収集に努
め、 競争力を持った図書館員になり 、企画

力を備え戦略的なプレゼンテーションを行

える能力を身につけることが重要ではない

かと思うのであった 。
　３週間のあいだ、電子ジャーナルに代表

される図書館界での最新の動向や大学を取
り巻く状況、また各施設の見学、班に分か

れての討議の時間と 、中身の濃い内容であ
った。この研修でともに過ごした同士と出

会えたことは一生の財産となることであろ
う。 早速職場に戻 って 、同期会のメーリン

グリストを立ち上げたところである。この
Ｍ　Ｌがこれからの生涯において大切なコミ

ニュケーションの場になれることを切に願
うものである 。

　最後に文部科学省並びに図書館情報大学

の関係者の皆様方、３週間の長きにわたり

お世話していただいたことと
、’

職場の長期

の不在を許していただいた、部長をはじめ

とする本学図書館関係の方々にこの場を借
りて御礼申し上げます 。
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研修報告 情報処理軽井沢セミナー「ｌｉｎｕＸ活用」
（２００１年８月２７日～３１日）

情報管理課情報システム係　深川昌彦

　情報処理軽井沢セミナーは、高度化する

学術情報基盤に対応できる最新の情報処理
技術 ・理論を習得し 、今後の学術研究活動

を支援する要員の育成を目的に実施された

ものである 。今回のテーマは「１ｉｎｕＸ活用」

であり 、サーバ機能を果たすソフトウェア
会社の多くが１ｉｎｕＸ上での動作を正式サポー
トしはじめている現在、システムの一部な

ど今後導入の可能性は高いと考えられるた
め、１ｉｎｕＸ上での環境構築やセキュリティに

関する知識を得る必要があるため 、受講申

し込みをした 。

　今回は 、ＶＩＮＥ ，Ｓ１ａｃ ｋｗａｒｅ と２種類の
Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎを使用して環境を構築したが 、

０Ｓのインストール自体はパーティションの

変更作業を除くと 、Ｗｉｎｄｏｗｓのインストー

ル作業と大差なかった。また、インストー

ル時にすべてのパッケージをインストール
することを選択した場合、インストール後
にそのまま多くのｄａｅｍｏｎ を起動してしま
う。 これは 、インストールしたＰＣに不要な

負荷をかけるぱかりか、意図しないサービ

スを起動させ 、安全性の確保を困難にす
る。 そのため 、サーバとして動作させる環

境構築では 、必要最低限のパッ ケージを選

択する必要があると思 った。ハードウェア
の構成でのチッ プセットの説明をされ 、ＯＳ

が起動可能なＨＤＤの範囲など 、普段気にし

ていないことがとても重要であることが理
解できた 。カーネルの再構築ではＳ１ａｃｋｗａｒｅ

を使用したが、この時に罠にはまった 。

「ｍａｋｅ　ｃ１ｅａｎ」で完全にクリーン状態にな

ると思っていたのだが、今回の演習中 、ど

こかにゴミが残っていたのか 、完全なクリ

ーン状態にならず、大変困 った。共同作業
者と２～３時間悩んだ挙句、講師に質問した

ところ 、完全にクリーンにするときは 、

「ｍａｋｅ　ｄｉｓｔｃ１ｅａｎ」を行うことを教わり 、バ

ックアッ プされていた ｃｏｎｆｉｇファイルから

再度チャレンジし完了した。全体的にセキ

ユリティ関連の説明 ・実習時間が少なく感

じたが、基本的なセキュリティ対策（ｓｓｈ，

ｔｃｐ＿ｗｒａｐｐｅｒ）ツールの設定方法やセキュリテ

ィチ ェックのためのツール群とその使用方

法など大変参考になった 。ＶＭｗａｒｅや超漢
字などの紹介があり 、ＶＭｗａｒｅのｘ８６エミュ

レート機能は感動的で 、ＤＨＣＰの機能、最
新のＢＩＮＤ設定など 、ＦｒｅｅＢＳＤがサポートさ

れていない（一応 、ＶＭｗａｒｅのメニューに
はあった）のが少々残念だ った。超漢字に

ついては使ってみたかったというのが正直
な感想である 。トンパ文字の表示はとても
印象的だったが …　　 。ｓｅｎｄｍａｉ１／ｑｍａｉ１のコ

ンパイル ・設定、メリットとデメリットな
ど、 ｑｍａｉ１の設定は面倒だと思っていたため

大変参考になった 。ｐｏｐは簡単な標準的な

ｑｐｏｐｐｅｒの説明で、時間的に難しかったの
か、 ＡＰＯＰ対応への説明がなか ったのは惜

しいと思 った 。ｓａｍｂａの設定でも罠にはま
った。コンパイル ・設定と順調で、さあ起

動というところで起動しない …　　 。これ
は、 先に動作しているｄａｅｍｏｎがあったため
で、 衝突して起動できなか ったのである 。

１ｉｎｕｘインストール時にすべてのパッ ケージ

を選択した場合は 、同一ｄａｅｍｏｎが常駐して

いないか確認しておくことが必要であろ
う。 ＲＡＩＤに関しては 、解説のみだ った 、い
ずれ試してみたいと思った 。
　１週間で「１ｉｎｕｘ活用」というほど習得で

きたかどうかは疑間だが 、ｌｉｎｕＸの＊癖＊な
どは 、罠にはまりながら覚えることができ

たと思う 。今後どのように使 っていくか
は、 今回のセミナーで得たことや職場に戻

って試してみたことをすりあわせながら 、

「活用」に向けて可能性を模索したいと考

えている 。
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人　　事　　異　　動

分館長交替 ７月１６日付け（新任）医学分館長

臨時的任用１１月１４日イ寸け噺　　イ…Ｄ

中村　　卓

情報サービス課経済闇縣　　尼崎由美子
　　　　　　※平成１４年８月３１日までの庄用

委　　員　　交　　替

（新） （１日）

阿嘱図書館委員会委員

（経済学部選出） ７月１日付け　遠藤 文彦　　　津　曲 俊英

医学分館運営委貝会委員

（歯学部選出） １０月１日付け吉田 教明 水野　明夫

医学分館運営委貝会委員

（歯学音酬蔵郭完選出） １０月　１日付け 吉田　治志 雨宮　次生

図　書　館　　目　誌

７月　３日（火）

　　　６日箇

９日（月）

　　１２日（木）

　　１６日（月）

　　１９日（木）

　２８日出
　３１日（火）

８月　１日ウ灼

２日（木）

２７日（月）

　　２８日Ｏり

　　３０日（木）

９月　８日（土）

附属図書館委員会

経斉学部分館運営委貝会

米国人フルブライト国際教育交流プログラム参カ暗来館

平成１３年度友学図書館職員長期研惨（於 ，オリンピック記念青少年

　　総合センター外宮脇情報システム係長　～７／２７）

長崎県大学図書館魔義会研惨企画委員会

医学分館長舌玲刻寸（館艮室）

附属図書鉗系長会議

平成１３年度九州地区国立大学附属図書館ソフトボール大会船 ，鹿児島大学）

医学分館運営委貝会

電子ジャーナル ・サブ ・コンソーシアム立ち上１揮晴会
　（於 ，九州大学附属図書館　志被原資料管囲系爵

電手ジャーナル ・ユーザ」教育担当者研修会

於， 名古屋大学情報メディア教育センター　下田電甲周系長）

平成１３年度「情報処睡軽井沢セミナー」

　（於 ，長野県、国際高等セミナーハウス　深１情報システム係員～８／３１）

図書館職員著作権実務講習会（於 ，神戸大学発達科学部金丸参考調査係長→／１）

長崎県　　ｘ＝　競義会研修会

長崎県　 契目　競義会公共図書館見学会

　　　　　　　　　一１３一
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９月１２目ウ灼

２０日（木）

２６日ウ灼

２７日（木）

１０月１１日出

　　２２日（月）

　　２５日（木）

　　２６日（金）

１１月　６日（火）

９日（金）

１４日ウ灼

１５日（木）

１９日（月）

２８日ウ灼

長崎県　　　目　鑑義会研修会（於 ；瀞ｋ女子大学）

附　 ＝　員会収書専門委員会

第１１回加　　　　 目　セミナー
　（於 ；北九州市産業医科大学宮崎医学情靭系員～９／２１）

附属図書館係長会議

平成１３年度新ＣＡＴＴ／ｌ　ＬＬシステム説明会及ぴ学術雑誌総合目金翅改編デ」タ

　（於 ，九州大学附属図書館佐々木資料管哩廉員～９／２７）

対槻南高校より見学

附属図書館係長会議
［ｕ〕ｌ　ｉｎ　Ｃｏｒｅ とメタテしタに関する研惨

　　（於 ，国立↑　　　　重里情報管壁課長）

長崎県　 莫目　競義姜竃寅会

平成１３　　　　 目　旧講習会
　　　（於 ，大阪大学附属図書館深１情報システム係員　～１１／９）

ＪＣＲ（油版）に関する説明会

第１８回医学図書館研究会継続教育コース

　　於 ，司哩大学相模原校舎宮崎医学情幸１照員～１１／１６）
平成１３年度九州±　 玉市　　訂　　　　　絵（於 ，〃状学冊嘱図書館）

平成１３年度九州±ｘ玉市　　嘱契目　　　（部 ・課）長会議

　　（於 ，州状学附属図書館～１１／１５）

平成１３年度九州地区国立大学附属図書館電子化推進連絡会議

　　　（於 ，九状学附属図書館）

平成１３年度カ洲地区国立大学附属図書館人事担当事務（課）長会議

　　　（於 ，刺状学附属図書館）

平成１３年度九州地区国立大学附属図書館脇義鰯１議
　　　（於 ，九州工業大学下田電子情報係長）

医　　　　　貝会
玉市　　’＝　薙義会シンポジウム個弛区）

　　　於 ，京都大学附鰯官志波原資料琵囲系長）
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